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図4　　6時間毎の地震回数．a：SAUDESによる，b：通常のルーチンによる
Fig．4　Numbers　of　earthquake　at　every6hours．a：processed　by　SAUDES．b：processed
　　　by　the　usua1rOutine．
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Fig．5
地震規模別の累積回数．a，bは図4と同じ．
Magnitude－accumu1ative　mmber　relation．a，b：same　as　in　Fig．4
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震央分布図．a，bは図4と同じ．
Map　of　epicentra1distribution．a，b：same　as　in　Fig．
図6
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均値として決定されたマグニチュードに0．1程度の偏りを生じたのであろうと考えられる．マ
グニチュードの決定については，今後更に改良を加える必要があると考えられる．図6a，6b
にそれぞれSAUDESと通常処理で得られた震央分布図を示す．図6bの方が全般にまとまりが
よく，特に周辺の活動域に対してまとまりは際だっている．しかし，全体的傾向をおおまか
にみるなら，図6aでも十分である．すなわち，中心部の活発な領域からやや離れた南東部の活
動（北緯34．9以南）や北西部の活動等についても，ほぼ似た分布図を示している．このことは，
SAUDESが活動域の推移調査について十分機能することを示している．
　次にP波およびS波の検測結果について検討する．約500個の地震に関し，本処理ルーチン
の検測値を通常処理で得られた値と比べると図7（P波），図8（S波）の様になる．図7，8
は，両処理で精度がAまたはBとランク付けられた検測値について，SAUDESによる検測値
と通常処理の値との差の分布を示している．P波（図7）では計2933のうち90％が±O．15秒以
内にあり，S波（図8）では計1681のうち90％が±0．25秒以内にある．B（A）ランクの精度が
0．3（O．1）秒を目安にしていることを考慮すると，SAUDESの検測値は十分な精度があると結
論される．
4．おわりに
　SAUDESの概要および処理の精度にっいてこれまで述べてきたが，SAUDESによる処理
速度は以下のとおりである．前節で例にあげた群発活動では，81巻の磁気テープに地震波形
P　lA＆Bl S1舳81
一1000 一1000
■　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　SI≡C
図7　　P波検測時刻の差の分布．SAUDES
　　　　で得られた値から通常処理の値を減
　　　　じた値の分布を示す．
Fig．7　Distribution　of　time　differences
　　　　between　P　wave　readings　by　the
　　　　tWO　rOutineS．
一1　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　S1≡C
図8　　S波検測時刻の差の分布．
Fig．8　Same　as　Fig．7but　for　S　wave
　　　　readings．
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が収録された．この処理のために，一人のオペレータが通常の勤務形態でおよそ20日間従事
し，総数3000個の地震を検測した．1日に5巻の磁気テープを処理し，各磁気テープ1巻に
つき30～50程度の地震を検測した．1日あたりの最大検測地震数は250以上であった．これは，
SAUDESの設計段階の目標値であり，この目標を十分達成できたと云える．この処理速度を
通常の地震処理（3ないし4人のオペレータが1日100個程度の処理を行っている）と比較す
れば，いかに速いかが解る．SAUDESでは速報性に重点が置かれており，これを達成するた
めに，観測点の間引きや小さい地震の読み飛ばし等がパラメータの設定によって容易に指示
できる．前節の例でも，マグニチュード2以上の地震を検測の基準としてパラメータを設定
した．活動の激しさに合せて，検測する地震の下限等を適当に設定することができる．また
想定する震源域の広がりに応じて自動検測区問を設定すればよい．SAUDESでは，テープ1
巻あたりの検測地震数が少ないと，効率は悪くなるが，これは対話処理のための前処理にか
かる時間がほぼ一定のためである．逆に地震数が多すぎる場合には，発生問隔の短いものが
多く含まれるため，自動処理されない地震の割合が増え，精度の劣る結果ばかりが増えるこ
とになる．効率と精度とを程良く調和させることが必要となるが，個々の場合の解析目的が
に合わせて研究者がパラメータを設定することができる．この点でも，自由度の高い処理方
式といえる．
　以上述べてきたように，今回開発したSAUDESは処理能率が高いだけでなく，処理結果の
精度も十分満足できるものとなっている．今後，地震予知連絡会へも必要に応じて速やかに
資料を提供できるものと期待される．
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